
大項目 中項目 小項目 具体的評価項目 評価指標 課題の改善方策等

・ 学校内での挨拶の実施状況 ・ 生徒アンケート の結果が約８ ０ ％と なっ たか。 Ｂ ↓

・ 学校外での挨拶の実施状況 ・ 保護者アンケート の結果が約７ ０ ％と なっ たか。 Ｂ

・ 清掃活動に対する取り 組み
度合い

・ 生徒アンケート 結果が７ ５ ％以上であるか。 Ａ

・ 清掃時間の確保 ・ 清掃時間を週３ 日以上確保でき たか。 Ａ

・ 教育相談の実施状況 ・ 定期的に教育相談や担任と 生徒二者による懇談を実施でき たか。 Ａ

・ 関係機関と の連携 ・ 子ども 未来課や警察等関係機関と の連携は十分であっ たか。 Ａ

・ 各教科のシラ バスを作成し 、 生徒に示し たか Ｂ
○新学習指導要領施行に伴い、 シラ バスで示し た学
習内容を習得定着さ せるための具体的な取組・ 方法
を工夫し ていき たい。

・ 年間計画通り に学習指導を進めるこ と ができ たか Ａ

・ 授業の最初に、 その授業での「 ねら い」 を示し たか Ａ

・ 生徒にと っ てわかり やすい授業を心がけたか Ａ

・ I CT機器・ 教材、 コ ンテンツ等を活用し たか Ｂ

・ 机間指導で、 個別指導を丁寧にし たか Ａ

・ グループでの活動を取り 入れたか Ｂ

・ 生徒会が中心と なるあいさ つ運動を実施するこ と ができ たか。 Ｂ
○生徒会活動を定例化し 、 生徒と 共に活動すると 同時に地
域にも 目を目を向けさ せ、 活動の幅を広げていく 。

・ 執行部と 専門部が連携し た活動を行う こ と ができ たか。 Ｂ

・ 生徒会や部活動が地域に貢献する活動を実施するこ と ができ たか。 Ｂ ↑

・ 安全な部活動の実施 ・ けがや事故、 熱中症等に対し て適切な対応ができ たか。 Ａ

・ 生徒が意欲的に取り 組む
部活動

・ 部活内でのいじ めや体罰を防止し 、 楽し める部活動と なっ たか。 Ａ

・ 人権教育推進計画に基づい
た指導

・ 校内人権教育推進計画に基づいた指導が進めら れたか。 Ｂ ↑

・ 人権意識の向上 ・ 確かな人権意識を身につけさ せる取組ができ たか。 Ｂ

・ 新たな活動を創造し 、 組織化するこ と ができ たか。 Ｂ

・ 生徒たちにと っ て魅力ある活動と なっ たか。 Ｂ ↑

・ 特別支援計画に基づいた指
導

・ 支援のあり かたについて情報共有をはかっ ているか。 Ａ

・ 家庭と の連携 ・ 日頃より 支援学級生徒について家庭と 連携でき ているか。 Ｂ

・ 通級指導計画に基づいた指
導

・ 新たな活動を創造し 、 活動するこ と ができ たか。 Ａ

　様式１

・ 学習に対する意欲の向上と 習慣化
・ 道徳教育の補充・ 深化・ 統合
・ 人権教育･特別支援教育の推進
・ I CTを活用し た授業の充実
・ 地域連携、 校種連携の推進
・ 自分たちが誇れる学校の創造

本年度の
重点

・ 指導方法の改善に向け、 授業研究等を推進する。
・ 生徒の自主的な活動を活性化する。
・ 保護者・ 地域などと の連携。
・ いじ め・ 不登校対策、 体罰根絶に向けた取組の推進する。

・ 指導計画（ シラ バス） の
作成と 実施

Ａ

令和４ 年度　 宇陀市立榛原中学校　 自己評価書（ 教育活動）

学校教育目標

運営方針

【 生徒指導全般】
○全教職員が共通理解のも と 誰に対し ても 同じ 指導をすす
める。 そのためにも ル－ルや基準を明確にし 、 例外がない
よう 生活の基本を指導する。
○学校外でも 挨拶でき るよう 、 普段の指導を大切にし 、 定
期的に生徒会から も 呼びかける。

○家庭学習の時間の充実にむけ保護者への周知を図
り たい。 県教委発行の家庭学習の手引き の活用、 具
体的な家庭学習の方法や内容を示し たい。

○「 でき た」 達成感のため、 学び合う 授業づく り を
進め、 自己肯定感を高めた授業づく り を徹底する。

○授業のＵ Ｄ 化を全教科でさ ら に進める。
○学習規律を徹底する。

①挨拶の日常化

②清掃活動の定着

●全教職員による朝の校門前での指導や、 生徒会が行う 「 あい
さ つ運動」 などにより 、 習慣化し ている。

▲自主的で挨拶する生徒が増えつつある。 約７ ０ %の生徒が「 １
学期に比べよく 挨拶するよう になっ た」 と 答えている。

▲挨拶する生徒は多く なっ たが、 学校外での挨拶の状況は６ ７ %
と 限定的であり 改善の余地がある。

●環境委員を中心に用具の管理・ 点検、 ワッ ク ス掛けを定期的
に行っ ている。
●清掃時間を概ね週３ 回確保し 、 熱心に取り 組めている。
●いじ めアンケ－ト 実施後の二者懇談だけではなく 、 定期的に
相談活動を実施し ている。
●生徒指導に係る事案について子ども 未来課や警察等関係機関
と 情報共有を含め連携をと り ながら 進めるこ と ができ ている。

前年度から
の課題

「 一人一人が活躍でき 誇れる榛原中」 ～目標を 持ち主体的に生き る生徒の育成～　

学校教育目標の実現を 目指し 、 教職員がその任務を 自覚し 、 創意あふれる 教育活動を 展開する 。
・ 生徒の自尊感情の高揚と 人権が尊重さ れる学校づく り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 正し い判断力と 強い意志を養い、 規範意識を高め、 自立的な生活態度を養う ）
・ 授業の充実、 改善を図り 、 生徒の「 確かな学力」 の保障　 　 　 　 　 　 　 　 （ 主体的に学ぶ態度を養い、 学んだこ と を活用する力を育成する）
・ 家庭や地域と の信頼関係の構築及び地域に根ざし た特色ある教育の推進　 （ 自他敬愛に基づく 人間関係を深め、 社会連帯の精神と 社会貢献する態度を養う ）

成果と課題

○生徒と のコ ミ ュ ニケ－ショ ンを大切にし 人間関係
の構築に努める。 普段の教員から の声かけを増や
す。

○学年の枠だけに終わら ず、 全教職員がチ－ムと し
て機能するよう な生徒指導・ 教育相談を継続する。
今年度も 、 気になる生徒に関わっ て情報共有を密に
し 、 Ｓ Ｃ やＳ Ｓ Ｗと の連携を深め、 スク リ －ニング
会議を含め対応するこ と ができ た。
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・ 学習形態の工夫・ 改善

． 生徒が主体と なる活動の
　 計画･実施

・ 指導方法の工夫・ 改善

Ａ

●今年度あいさ つ運動は、 執行部だけで２ 学期に取り 組むこ と
ができ ている。
●今年度、 リ モ－ト 形式ではあっ たが集会や式において生徒会
が運営し ている。
●３ 学期に、 生徒会が中心と なり ボラ ンティ ア活動をと おし て
地域への貢献を予定し ている。

②指導方法の工夫改善

評価

( 4) 人権意識の育成

( 1) 生徒指導

③教育相談の充実・
生徒理解、 関係機関
と の連携

Ａ

( 2) 学習指導

( 3) 生徒会活動、
部活動の活性化

①生徒会活動の活性化

②部活動の活性化

①学習指導計画

（５）特別支援教育の
活性化

①特別支援教育の充
実

○すべての教職員の協力の下、 特別支援教育を推進
する。

○通級指導においては、 市教委と も 連携し 宇陀市の
拠点と なるべき 活動を推進すると 同時に、 通級指導
生徒増に対応すべく 人的配置を求めたい。

●新型コ ロナウィ ルス感染拡大防止に徹底指導をし てき た。 ま
た、 熱中症対策についても 、 昨年度に引き 続き 取り 組みができ
た。
●コ ロナ禍で２ 年連続部活動保護者懇談会を開催でき なかっ た
が、 今年度は各部毎に開催でき た。

②人権に関する取組の推進

Ａ
●通級指導は、 設備・ 制度面と 内容の充実と 定着化が図ら れつ
つある。 普段の指導の配慮が、 ３ 年生の高校入試での配慮受検
につながっ ている。

○部活動に於いては、 勝つこ と のみに目的をおく の
でなく 、 部活を通じ ての人間づく り につなげる指導
をすすめる。

●1２ 月にPTA研修部と 合同で、 人権教育講演会を開催し た。 と ても わ
かり やすい内容の講演会であっ た。 異文化理解をテ－マに、 生徒に
と っ ても わかり やすい内容であっ た。

●福祉に関する講話を地元宇陀高校より 来校いただき １ 年生で実施し
た。 生徒たちが車椅子体験をと おし て。 福祉について身近に感じ るこ
と ができ た。
●大和育成園と の活動（ 交流） が新型コ ロナウィ ルスの影響で昨年度
実施でき なかっ たが、 今年度は可能な限り 実施でき た。
●各学年と も 、 概ね年間計画に沿っ て実施でき た。 ２ 学期に１ 年、 ３
学期に２ ・ ３ 年の授業交流を行っ た。
●限ら れた人数であっ たが、 奈良県で開催さ れた「 全人教・ 全同教研
究大会」 に参加でき た。

○人権学習と 道徳の一体感ある計画を立てる。
○生徒たちの身近にある人権教育課題に焦点をあ
て、 それを解決でき る計画を立案し 、 実行でき る方
途をさ ぐ る。
○いじ めや仲間外れに対する指導に関係機関と の連
携を深め、 専門的知識を有する人から の研修も 実施
でき ればと 考える。
○大和育成園の学習会に全教員が参加し 交流を深
め、 内容の充実を図る。
○生徒一人一人の生活実態を把握し 対応をすすめ
る。
○全人教・ 奈人教大会への研修会への積極的な参加
呼びかける。

●二階堂養護学校から 講師を招聘し 、 支援を要する生徒にと っ てどう
いう 困難があるのかを明ら かにし 、 支援の在り 方と 指導の視点を明確
化でき た。

●日々の生活だけではなく 、 適宜家庭訪問等家庭と の連絡を密に行っ
ている。

Ｂ

①人権教育の内容点検

・ 人権フ ォ ーラ ムや学習会の
組織化

○ケガや事故に繋がら ないよう 常に心がけ指導をす
すめる。 また、 ヒ ヤリ ハッ ト 事象が起こ っ た場合
は、 事故未然防止の観点から 事象の共有化と 指導の
再点検を行う 。

●授業の最初に、 その時間での学習内容や到達目標を示すこ と
で、 生徒の興味・ 関心を高め、 学びに繋がる授業構成を意識し
ている。 生徒のアンケ－ト 結果から も 「 授業で学習目標がわか
り やすく 示さ れている」 と いう 問いに約８ ０ ％の生徒が肯定的
に答えている。
●生徒アンケ－ト 「 先生方の話や授業の内容は、 自分にと っ て
分かり やすいか。 」 の問いに約８ ０ ％の生徒が肯定的に答えて
いる。

●道徳、 学活、 総合的な学習でも 上記のよう にタ ブレッ ト を
使っ たグループ活動で、 対話を重視し た学習形態につながっ て
いる。

○各教科におけるタ ブレッ ト 活用について、 教師間
での交流を深める。 タ ブレッ ト を用いて作成し た提
示資料については、 教師間での共有を行う 。 また、
それに関する研修の深化を図る。

●学年別シラ バスを作成し 、 ５ 月生徒・ 保護者に示し た。 シラ
バスの活用を配布時だけではなく 、 今後も 適宜利用し 、 有効的
な活用を進める。

●今年も コ ロナ禍ではあっ たが、 学びをと めないで、 年間計画
に基づいた学習がほぼ予定と おり 実施するこ と ができ ている。



大項目 中項目 小項目 具体的評価項目 評価指標 課題の改善方策等

・ 明確な学校目標や経営方針を 示し たか Ａ

・ 学校経営の方針を 教職員に周知し たか Ｂ

・ 校務分掌の適正化
・ 仕事量や業務の関連を 考慮し た校務分掌と す
る こ と ができ たか Ｂ ↓

・ 業務の改善と 軽減 ・ 定時退庁の周知を 図っ たか Ｂ

・ 企画委員会の改善
・ 企画委員会で熟議する こ と によ り 、 職員会議
の改善につながっ たか Ａ

・ 各種会議の設定と 定例化
・ いじ め対策・ 不登校対策特別委員会を 定期的
に開催でき たか Ｂ

・ 危機管理マニュ アルの徹底 ・ 研修を 持ち 、 危機管理の共通理解ができ たか Ａ

・ 生徒指導体制の構築
・ 生徒指導マニュ アルの見直し を 行い、 改善で
き たか Ａ

・ 全校体制での取組の実施 ・ 避難訓練を 複数回行えたか Ｂ

・ 日常的な取組の実施 ・ 日常的に安全意識を 高める よ う 取り 組んだか Ａ
○災害時の訓練と し て、 家庭や地域と 連動し た
取り 組みを 進める 。

・ 家庭と の連携
・ Ｐ Ｔ Ａ や地域と 連携し 、 取組を 進める こ と が
でき たか Ｂ 　

・ 関係機関と の連携 ・ 関係機関と の連携を 強化する こ と ができ たか Ａ ○県Ｓ Ｃ の有効活用が出来た。

・ 学校保健安全計画の立案 ・ 学校保健安全計画は適切に作成さ れている か Ｂ

・ 保健指導の充実
・ 生徒の健康状態や心身の課題に応じ た指導が
でき たか Ａ

・ 学校カ ウン セラ ーの活用
・ カ ウン セラ ーと 連携し て生徒の指導にあたっ
たか Ａ ↑

・ 健康相談活動の充実
・ 養護教諭を 中心と し た健康相談活動を 進めた
か Ａ

③関係機関と の連携
・ 学校医や保健セン タ ーと の
連携

・ 学校医や保健セン タ ーと 連携し た取組ができ
たか Ｂ

○学校保健委員会の定期的な開催を 推進する 。

・ Webページの活用
・ 学校行事や学校から の情報を webページを 通じ
て、 積極的に発信でき たか Ａ

・ 情報発信システムの活用
・ メ ール発信システムを 活用し て、 保護者への
情報提供を 効果的に行っ たか Ａ

・ オープン スク ールの活性化
・ オープン スク ールの実施方法を 工夫する こ と
ができ たか Ｃ

・ 授業参観の実施 ・ 授業参観を 年２ 回以上実施でき たか Ｂ ↑

・ 保護者や地域の力を 学校教育に生かす機会が
つく れたか Ｂ

・ 計画的、 継続的な取組ができ たか Ｃ

・ 生徒の地域活動への参加
・ 生徒が主体的に取り 組む地域貢献活動ができ
たか Ｂ

○生徒会を 主体と し た活動を 拡大さ せたい。

・ 異年齢間の交流 ・ 保・ 幼・ 小と 連携し た取組ができ たか Ｂ
○幼稚園・ 保育所と の連携の強化、 小学校や高
等学校と の連携に努める 。

・ 高等学校と の連携
・ 高等学校と 連携し た取組が継続・ 発展でき た
か Ｂ ↑

〇来年度学校コ ミ ュ ニティ スク －ル設立に向け
準備の年と し たい。

⑤学校評議員の活用 ・ 学校評議委員会の開催 ・ 学校評議委員会を 定期的に開催でき たか Ａ
○学校の情報( 学校だよ り ) を 評議員にも 提供し
ている 。

・ 空き 教室の利用
・ 空き 教室を 学習活動に活用する こ と ができ た
か Ａ

・ 学校施設の有効活用
・ 学校の施設を 授業以外でも 活用する こ と がで
き たか（ 目的外使用） Ａ

・ 教材・ 教具の整備・ 活用状
況

・ 必要な教材・ 教具を 計画的に整備でき たか Ａ

・ 図書・ 副読本等の整備・ 活
用状況

・ 図書室の本や副読本（ なかま、 道徳） を 活用
し たか Ｂ

○タ ブレ ッ ト の活用は、 各教科、 道徳や総合的
な学習で行っ ている 。 さ ら に、 タ ブレ ッ ト を
使っ た指導方法の改善を 進めたい。

○生徒アン ケ－ト によ る 日常の読書時間が少な
い結果から 、 図書室の利用によ る 読書活動のさ
ら なる 充実に努めていき たい。

●新型コ ロ ナウィ ルス感染防止を 常に意識し ながら 、 教育活動を 可能な限り
計画に基づいて実施する こ と ができ た。
●いじ めアン ケ－ト を 実施し 、 年間２ 回教育相談期間を 設ける こ と ができ
た。 今後も 継続を し ていき たい。

●保健センタ ーと 連携し た歯と 口の健康に関する取組( ポスタ ー、 標語） 出品し 、 学校
医から コ ロナ禍での感染防止に関するアド バイ スを適宜ご指導いただいた。

●Ｐ Ｔ Ａ 研修部の企画によ る 「 人権講座」 は１ ２ 月、 授業参観も １ ０ 月実施
でき た。 オ－プン スク －ルは実施でき なかっ た。 来年度実施を めざし たい。

●地域貢献は、 吹奏楽部の活動にと どまっ ている が、 地域から は好評であ
る 。
●小学校と は、 年２ 回の連絡会を も ち 、 小中連携し た取組を 展開でき た。 ま
た、 今年度も 小学６ 年生への入学前の学校体験入学を 実施する 代わり に、 学
校紹介Ｄ Ｖ Ｄ を 作成し 、 児童に見ても ら っ た。

●計画に基づき 、 予算の範囲内で順次進めている 。 またコ ロ ナ予算を 活用
し 、 大型テレ ビ やサ－キュ レ イ タ －の送風機を 各教室に設置でき た。

〇不登校生徒が増えている現状に鑑み、 Ｓ Ｓ Ｗの来校
回数を増やす。
○Ｓ Ｃ 、 養護教諭、 人権教育担当、 不登校支援担当等
が連携し て取組に当たる。
○市適応指導教室と 定期的な情報交換を行う 。

○地域と の連携を 深める ためにも 、 地域の人材
活用を 目指す。

○学校Ｈ Ｐ から 情報を 日々提供でき ている 。
○メ ール配信を 有効利用が出来ている 。 利用登
録者数は、 ほぼ100%に近い状況である 。

○今後も 、 生徒の心身の課題に応じ た指導を 進
めていく 。 特にアレ ルギー疾患のある 生徒への
対応について研修する 必要がある 。

○新型コ ロ ナウィ ルス感染症の状況によ り 、 授
業参観を １ ・ ２ 学期に実施し たい。

●毎週水曜日を 定時退庁日と し ている 。 さ ら なる 徹底を 目指し たい。

●企画委員会で熟議する こ と で、 職員会議の時間短縮につながり つつある 。

○学校目標の具体化を さ ら に進め、 各分掌の取
組につなげる と と も に、 学校評価の項目と 連動
さ せながら 取組を 進める 。

○校務を 明確にし 、 それぞれの仕事内容を 分か
り やすく し 、 実際に行動し やすいよ う に校務分
掌の見直し を さ ら に進めていく 。
○課題のある 生徒への早期発見･早期対応がで
き る よ う に、 Ｓ Ｓ Ｗや養護教諭と の連携を さ ら
に進めたい。

○教職員の危機管理能力を 高める ための研修と
生徒に課題や問題点を 考えさ せる 機会を 持つ。

○教員の指導力向上を 目指し 、 各自が生徒指導
に関わる 研修（ いじ め・ 体罰防止、 不登校支援
等） に参加する 体制づく り を 進める 。

○部活動の休養日と 連動し 、 出退勤システム導
入によ り 客観的に勤務時間の見直し を 図り 、 教
職員の働き 方の工夫進めたい。
○教職員のスト レ スチェ ッ ク を 積極的に進め
る 。

・ 保護者・ 地域住民の学校教
育への参加

②学校( 授業) 公開

●地域スポーツ 団体によ る 夜間の体育館使用は進んでいる 。

④校種間連携 ●福祉体験学習（ １ 年） は宇陀高校と 連携を図り 、 ２ 学期実施でき た。 宇陀高校専攻科
より 数人の生徒も 来校し 、 車椅子体験や講話をと おし て生徒の福祉に対する知識を深め
るこ と ができ た。

●年３ 回開催する こ と ができ た。

●「 赤ち ゃ んと のふれあい体験事業」 は、 「 密」 が避けら れないこ と から 開
催でき なかっ た。 ２ 年生対象に講話と 妊婦体験を 行っ た。

▲昨年度に続き 、 職場体験等で地域の方の支援を いただく 機会はつく れな
かっ た。

●教室が狭いため、 各教室にテレ ビ を 設置する こ と が出来ない。 Ｉ Ｃ Ｔ 教材
を 使用し た学習を （ 多目的教室） を 利用し ている 。

( 2) 危機管理

( 3) 保健管理

②教材・ 教具の
　 整備

②安全指導の徹底

①保健指導

③家庭・ 地域と の
　 連携

①危機管理体制の
　 整備

( 5) 教育環境
　 整備

③家庭や関係機関
　 と の連携

①学校情報の発信

①施設設備の
　 有効活用

令和４ 年度　 　 宇陀市立榛原中学校　 　 自己評価書（ 学校経営）様式２

①学校経営目標・
　 方針

・ 学校経営目標の明確化

②校務分掌等の連携
  業務軽減

成果と 課題評価

Ｂ

●学校目標の具現化に向けた校務分掌を 目指し 、 それに基づく 役割の明確化
を 図っ ている 。 今後も 継続的に取り 組みたい。

●いじ めや不登校の情報交換は職員会議等で行っ ている 。 個々の不登校生徒
に関する 情報共有を 学期に１ 回開催し Ｓ Ｃ や関係機関と の連携を 図っ た。 さ
ら にスク リ －ニン グ会議を 活用し 、 不登校支援を 進めていく 。

●学校目標、 経営方針及びグラ ン ド デザイ ン を 新たに示し た。 年度当初に職
員に示し 、 確認し ている 。
●学校だよ り にも 「 学校教育目標」 を 掲載し 、 周知を 図っ ている 。 アン ケー
ト で肯定的な回答を し た保護者は７ ０ ％と 令和３ 年度よ り ７ ％下回る 結果と
なっ た。

③会議の運営

Ⅱ
　
学
 
校
 
経
 
営
 
に
 
関
 
す
 
る
 
も
 
の

( 1) 組織運営

( 4) 保護者・ 地
　 域と の連携

②心のケアや
　 健康相談体制の
　 整備

Ａ

●携帯・ スマート フ ォ ン に関する 生徒への講話を 桜井警察の協力の下、 １ 学
期末( ７ 月） に１ 年生を 対象に実施でき た。

●市Ｓ Ｃ や特別支援教育巡回アド バイ ザーに協力・ 助言いただいた。 生徒へ
の対応についても Ｓ Ｓ Ｗと 連携を 図り ながら 、 効果的な対応がてき た。

●年度当初に校則等の見直し 点検を 行い、 指導の一貫性について確認し た。

●図書室の利用促進は少し ずつでき てき たが、 副読本の活用は十分と はいえ
ない。

●養護教諭を 中心にし て生徒の心身の健康相談に努めた。

Ａ

●コ ロ ナ禍でＰ Ｔ Ａ と 連携し 、 榛原初戎のみ巡視活動を 実施でき た。
●県、 市カ ウン セラ ーや特別支援アド バイ ザー、 子ども 未来課や警察等々と
連携し 対応し た。

Ａ

Ｂ

●学校のWebページの更新を 進めている 。 ▲保護者アン ケ－ト から 、 令和３
年度よ り ７ ％下回り 77%が学校から の情報発信を 活用し ていている 結果が出
た
●紙媒体での案内文の配付と 並行し て、 メ ールやWebページへの掲載によ る
情報発信を 行う などの取組を 継続する こ と ができ た。

●避難訓練を １ 学期に実施。 また、 災害時の迎え確認カ －ド を 作成し 学校で
の保管を し ている 。 コ ロ ナ禍ではある が複数回の実施を 目指し たい。

●学期初めやテスト 期間中にはＰ Ｔ Ａ の協力も 得て立哨指導を する など、 登
下校の安全に力を 入れた。
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